
科学技術に関する最近の話題への注目度の推移（その１） 
 

図 1 2009 年 11 月～2011 年 3 月までの推移（複数選択可の場合） 

 
注：1)この図では、2011 年 3 月に実施した調査で最近の科学技術に関する話題として提示した 18 の具体的な出来事のうち、これまで 18

回行った調査で支持率の平均が高かった 6 件（1～6 の順位を付している）と、その他これまで実施した調査を通じて話題性が高かった

と思われる 4 件（7～10 の順位を付している）の計 10 件の推移を掲載している。 

2)最近の話題の出題時の表記は、月日の経過とともに若干表現を変えているものがある。 
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10 事業仕分けを契機とした科学技術予算を巡る議論に関すること

（平均37.7％）

9 人工多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）の研究・実用化に向けた取組に関す

ること（平均45.1％）

8 米国ＮＡＳＡの宇宙開発（月面探査、太陽観測、スペースシャトルの

運航計画など）に関すること（平均45.7％）

7 今年のノーベル化学賞に鈴木章氏、根岸英一氏ら3人が選ばれたこと

（平均47.9％）

6 ワクチンの接種効果などの新型インフルエンザ対策に関すること

（平均49.5％）

5 日本人宇宙飛行士の国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）での活動に関す

ること（平均49.7％）

4 低消費電力と長寿命である発光ダイオード（ＬＥＤ）照明の利用に関

すること（平均50.1％）

3 15歳未満や、本人の書面による意思確認がなくても家族の承諾により

移植を可能とした改正臓器移植法の施行に関すること（平均51.7％）

2 日本の最先端製品を支える素材「レアアース」の代替品開発等に関す

ること（平均53.5％）

1 地球への帰還に成功した日本の小惑星探査機「はやぶさ」の活動に関

すること（平均59.8％）
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科学技術に関する最近の話題への注目度の推移（その 2） 

図 2 2009 年 11 月～2011 年 3 月までの推移（一つだけ選択する場合） 

 
注：1)この図では、2011 年 3 月に実施した調査で最近の科学技術に関する話題として提示した 18 の具体的な出来事のうち、これまで 18

回行った調査で支持率の平均が高かった 4 件（1～4 の順位を付している）と、その他これまで実施した調査を通じて話題性が高かった

と思われる 6 件（5～10 の順位を付している）の計 10 件の推移を掲載している。 

2)最近の話題の出題時の表記は、月日の経過とともに若干表現を変えているものがある。 
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10  日本人宇宙飛行士の国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）での活動に関すること

（平均4.1%）

9  米国ＮＡＳＡの宇宙開発（月面探査、太陽観測、スペースシャトルの運航

計画など）に関すること（平均4.1%）

8  事業仕分けを契機とした科学技術予算を巡る議論に関すること

（平均3.8%）

7 今年のノーベル化学賞に鈴木章氏、根岸英一氏ら3人が選ばれたこと（平

均4.8％）

6  太陽光発電の利用や電力消費の削減など省エネに関すること

(平均5.1％）

5 日本の最先端製品を支える素材「レアアース」の代替品開発等に関する

こと（平均5.7％）

4   15歳未満や、本人の書面による意思確認がなくても家族の承諾により移

植を可能とした改正臓器移植法の施行に関すること（平均7.0%）

3  ワクチン接種の効果などの新型インフルエンザ対策に関すること

（平均7.3%）

2  人工多能性幹細胞（ｉＰＳ細胞）の研究・実用化に向けた取組に関すること

（平均9.6%）

1  地球への帰還に成功した日本の小惑星探査機「はやぶさ」の活動に関す

ること（平均15.4%）
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